（様式６）
令和　　年　　月　　日　


美浜町長　戸嶋　秀樹　様


所　在　地　　　　　　　　　　　　　　　　
事業者名称　　　　　　　　　　　　　　　　
代表者職・氏名　　　　　　　　　　　　㊞


技　術　提　案　書

次の件について、技術提案書を提出します。

	業　務　名
	若狭みはま観光プラットフォーム構築業務

	提案金額（税抜）
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　円

	提案金額（税込）
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　円


※提案金額は、様式７の「８　提案金額」及び添付の見積書と一致させること。
※提案金額（税込）が実施要項Ⅰ－２（５）の提案限度額を超える提案は失格とする。

（連絡担当者）
	担当部署
	

	氏　　名
	

	電　　話
	

	ＦＡＸ
	

	Ｅ-mail
	








（添付書類）
□　技術提案の内容（様式７）
□　見積書（任意様式・内訳を明記したもの）
□　会社概要等（パンフレット等）
□　トップページ及び主要な下層ページのデザインイメージ（Ａ４判３枚以内）
□　サイトマップ案（Ａ４判３枚以内）
□　その他町が提出を求めた書類（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
（様式７）
技　術　提　案　の　内　容
事業者名称　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

※本様式はＡ４判20ページ以内とする（表紙及び添付書類を除く。）。記載欄の大きさは提案内容に応じて適宜調整してよい。
※図表を用いる場合や所定の欄に記載することが困難な場合は、別紙を添付することも可とする。その場合は該当箇所に別紙番号を明記すること。
※専門用語には注釈を付す等、専門知識を有しない者にも理解できる記載に努めること。
１　提案事業者
（１）提案事業者の概要
	事業者名称
	

	所在地
	

	連絡先（電話番号）
	

	代表者の職・氏名
	

	設立年月日
	

	資本金
	

	従業員数（うちウェブ制作従事者数）
	


・主な事業内容
	









・ウェブサイト構築に係る主な実績（様式２の内容を要約して記載すること。）
	









※協力者（協力事業者）を得て実施する場合は、当該事業者についても同様に概要及び実績を記載すること。

（２）業務実施体制、人員配置、技術者の配置
・本業務を実施するための組織体制（役割分担を含む。）、業務総括責任者、ディレクター、デザイナー、エンジニア、編集・ライター等の氏名、人員配置、技術者の配置状況について、図等を用いて記載すること。
・協力者（協力事業者）を加えて実施する場合は、当該事業者も含めて記載すること。
・取材・撮影を担当する者の体制及び稼働可能日数を明記すること。
	










２　事業理解と全体方針
（１）本業務に対する理解と課題認識
・第二次美浜町観光振興計画の趣旨及び「周遊滞在型観光」への転換という町の方向性について、どのように理解しているかを記載すること。
・現行サイトの課題（夏季偏重、三方五湖の需要と受け皿のギャップ、サブドメイン分散によるＳＥＯ評価の分散、ＳＮＳ流入0.37％）について、独自の分析を加えて記載すること。
	










（２）サイトコンセプト（「カタログ型」から「体験提案型」への転換）
・「いってみたいから、ずっといたいへ」という愛着を抱かせるサイトとするためのコンセプトを記載すること。
・ユーザーが「美浜で何をしたいか」を直感的に想起できるようにするための考え方を記載すること。
	










（３）美浜町ブランドサイトとの役割分担及び相互送客
・「ブランドサイト（世界観・旅の目的の創出）」と「観光協会サイト（具体的な情報・予約アクション）」の役割分担及び相互に送客しあう動線を記載すること。
・特設バナーの設置等により、単発目的のライト層を地域回遊する優良顧客へ導く工夫を記載すること。
	









３　サイト設計・デザイン
（１）サイト構造・情報設計
・分散しているサブドメイン（「美浜においで！」等）及び体験コンテンツごとに分かれている現行カテゴリの統合・再編方針を記載すること。
・「観る」「体験する」「食べる」「買う」「泊まる」「美浜町の特産品」「美浜町の魅力」及び固定ページ群を含む、合計114ページ以上のサイトマップ案を示すこと（詳細は別紙可）。
・114ページ以上の情報をユーザーに迷わせないためのナビゲーション、検索・絞り込み、パンくず等の設計を記載すること。
	










（２）デザイン方針・ビジュアル表現
・旅行雑誌のような視覚的訴求力の高いレイアウトの考え方を記載すること。
・風景写真のみならず、実際に旅行体験をしている人物をメインに据えた写真を多用し、親近感と臨場感を演出するための方針を記載すること。
・トップページ及び主要な下層ページのデザインイメージを添付すること（Ａ４判３枚以内）。
	









（３）ＣＭＳ及び更新性・運用容易性
・採用するＣＭＳ及びその選定理由（ライセンス費用の有無を含む。）を記載すること。
・特集記事・モデルコース・お知らせ等について、専門知識を有しない職員が更新できるようにするための具体的な工夫を記載すること。
・編集権限の管理、公開前プレビュー、誤操作防止の仕組み及び職員向け操作研修の実施方法を記載すること。
	









（４）表示性能・レスポンシブ対応・アクセシビリティ
・スマートフォンでの閲覧を前提とした対応方針を記載すること。
・表示速度の目標値（Core Web Vitals等）及びその実現方法を記載すること。
・アクセシビリティへの配慮を記載すること。
	









（５）回遊設計
・個別の店舗・宿泊ページ等の下層ページへユーザーを誘導する動線設計を記載すること。
・モデルコース、関連記事の表示、地区別の導線等、滞在時間及び回遊ページ数を高める工夫を記載すること。
	









４　SNSとの連動方法
（１）ＳＮＳ連動
・ＳＮＳからサイトへの流入及びサイトからＳＮＳへの双方向の動線（「詳細はサイトで」等）の構築方法を記載すること。対象はFacebook、Instagram、TikTok、YouTube、Cool Japan Videos等を想定する。
	










５　機能要件
（１）オンライン予約・決済
・「まち旅博覧会」「サステナブルツアー」等の予約・決済機能について、採用するシステム又は実装方式及びその選定理由を記載すること。
・対応する決済手段、決済手数料（率・固定費）、入金サイクルを記載すること。
・予約受付、定員管理、キャンセル・返金処理、当日運用（受付確認）までの運用フローを記載すること。
・観光協会の自主財源確保に資する仕組み（手数料設計、リピート促進等）について提案があれば記載すること。
	









（２）その他の機能
・問い合わせフォーム（問い合わせ完了ページを含む。）、観光パンフレットのＰＤＦダウンロード、交通・アクセス及び移動手段の案内、地図表示、お知らせ配信、アクセス解析の実装方針を記載すること。
・将来的な多言語展開を見据えた構造について記載すること（本業務で多言語対応を提案する場合は、対応言語及び費用を内訳に区分すること。）。
	










６　業務スケジュール
・主な工程ごとにスケジュールを記載すること（工程表は別紙可）。
・スケジュールの基本的な考え方（何を優先してスケジュールを設定したのか等）を記載すること。
・令和９年３月末までの確実な公開に向けたリスク（取材先調整の遅延、素材の不足等）と、その対応策を記載すること。
	










７　公開後の運用・保守
・公開後の運用支援及び保守の内容（サーバ・ＣＭＳの保守、脆弱性対応、バックアップ、障害時の対応、問い合わせ対応、改善提案等）を記載すること。
・対応時間帯及び障害発生時の一次回答までの目標時間を記載すること。
・想定する年間費用及び体制を記載すること。なお、公開後の保守費用は本業務の提案金額とは区分して記載すること。
	










８　提案金額
（１）提案金額（消費税及び地方消費税抜き）
	区　　分
	金　額（円）

	企画・設計費（要件定義、情報設計、進行管理）
	

	デザイン費
	

	システム構築費（ＣＭＳ構築、テンプレート実装）
	

	コンテンツ制作・取材費（撮影・執筆・移行を含む）
	

	オンライン予約・決済機能実装費
	

	サーバ等初期費用・ドメイン移行費
	

	ＳＮＳ連動設計及びＰＲ費
	

	その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	

	合　　計（税抜）
	

	合　　計（税込）
	


※公開後の運用・保守費用（年額）は上表に含めず、「７　公開後の運用・保守」に記載すること。
※合計（税込）が実施要項Ⅰ－２（５）の提案限度額を超える提案は失格とする。
（２）提案金額の抑制を図るために行った工夫
	









９　その他独自提案
※本項目の記載内容は、その内容に応じて関連する評価項目において考慮する。
・これまでの実績等に基づき、本業務の実施に資する独自の提案がある場合、その内容を記載すること。
・本業務の実施にあたり、発注者に準備・協力を求める事項がある場合は、その内容を記載すること。
	









※記載欄が不足する場合は、必要に応じて別紙を添付すること。
